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予

耕

地

管

理

組

合

就
し、

て

ー

l

兵
庫
牒
下
の
耕
地
管
理
組
合
を
中
心
と
し
て

J¥. 

木

芳

ー乏:

JI}] 

ル
紘
に
耕
地
向
目
理
組
合
と
い
ふ
の
は
‘
部
溶
恒
域
の
申
合
組
合
で
あ
っ
て
、
小
作
地
の
共
同
管
理
を
な
す
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
帥
ち
耕
地
管
理
組
合
を
試
ー
す
れ
ば
、
先
づ
従
来
の
地
主
動
小
作
者
聞
の
小
作
契
約
を
全
部
解
除
し
、
組
合
員
た
る
地
主
は
白

己
の
所
有
耕
地
を
組
合
K
提
供
し
て
共
の
管
理
を
組
合
に
委
託
し
、
小
作
者
は
組
合
の
管
理
K
属
す
る
耕
地
を
組
合
よ
り
借
り
受
け

て
耕
作
す
る
こ
と
L
た
る
。
従
合
て
組
合
は
小
作
料
の
決
定
、
小
作
料
減
免
の
査
定
、
小
作
料
の
取
立
等
、
地
主
と
し
で
の
事
務
を

行
ふ
と
共
に
、
共
の
小
作
料
を
地
主
へ
納
入
す
る
小
作
者
の
立
場
に
も
立
つ
。
と
の
組
合
に
は
、
部
落
内
の
地
主
も
小
作
者
も
共
に

組
合
員
と
し
て
含
ま
れ
、
彼
等
相
互
の
協
調
に
よ
っ
て
、
小
作
僚
件
の
合
理
化
、
就
中
、
小
作
料
の
公
正
化
、

そ
の
支
腕
方
法
の
統

一
化
を
岡
り
、
之
に
よ
っ
て
小
作
料
の
牧
納
を
闘
滑
な
ら
し
め
る
と
共
に
、
小
作
料
に
閲
す
る
分
配
過
程
を
合
理
化
せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
耕
地
管
理
組
合
の
組
合
員
た
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、
組
合
の
匿
域
内
に
於
て
耕
地
を
所
有
す
る
者
(
地
主
)
及

ぴ
濁
立
の
生
計
を
替
み
耕
作
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
。
併
し
医
域
外
在
住
の
地
主
で
も
、
組
合
の
匝
域
内
に
耕
地
を
所
有
す
る
者
は
、

組
合
員
と
友
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
純
自
作
農
は
耕
地
の
貸
借
に
は
直
接
闘
係
は
な
い
が
、
部
落
の
風
満
上
、
ま
た
組
合
を
し
て

耕
地
管
理
組
合
に
就
い
て

一五



耕
地
管
理
組
合
に
就
い
で

7>. 

国
滑
に
共
の
事
業
を
品
直
行
せ
し
め
る
た
め
に
、
組
合
に
加
入
し
て
も
ら
ふ
揚
合
が
多
川
。
従
っ
て
耕
地
管
理
組
合
の
組
合
員
は
一
般

に
、
地
主
、
自
作
農
、
自
作
品
米
小
作
農
及
び
小
作
農
か
ら
怠
っ
て
ゐ
る
。

さ
れ
ぽ
此
の
種
の
耕
地
位
百
浬
組
合
は
、
地
主
階
級
ま
た
は
小
作
人
階
級
の
階
級
的
利
径
の
み
を
追
求
す
る
も
の
で
は
た
い

-
d

印
ち

絶
叫
創
的
の
小
作
農
の
利
後
追
求
機
闘
で
も
な
〈
、
ま
た
絶
針
的
の
地
主
擁
設
機
闘
で
も
た
い
。
従
っ
て
一
村
内
の
小
作
人
の
み
に
よ

地
組
合
と
は
、

そ
の有
性利
質な
iJ王る

具小
つ作
て係f
ゐ 4牛
る2) を
。獲

得
-;1-
;;s 

Z三
日
宅専

地
主
鴎
践
と
相
射
立
す
る
聞
係
に

t
つ
小
咋
人
心
共
同
信

っ
て
組
織
さ
れ
、

平
ろ
耕
地
管
理
組
合
は
超
階
級
的
な
る
第
三
者
の
立
揚
に
立
っ
て
、

地
主
・
小
作
雨
者

に
剥
し
て
、
或
る
黙
に
於
て
は
共
の
利
径
を
闘
り
、
或
る
鮪
に
於
て
は
共
の
放
恋
を
警
め
て
、
両
者
間
の
利
害
の
調
和
を
闘
る
色
の

で
あ
る
。
卸
ち
と
の
組
合
に
於
て
は
、
「
地
主
・
小
作
者
の
闘
係
は
消
滅
し
て
輩
に
平
等
の
立
場
に
於
て
組
合
員
と
な
り
、
従
来
の
煩

雑
な
る
交
渉
は
全
然
無
く
友
り
、
雨
者
は
互
に
勝
手
気
佳
も
一
五
は
ね
ば
遠
慮
も
し
な
い
と
い
ふ
朗
ら
か
友
樹
係
と
在
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
組
合
は
第
三
者
の
主
揚
に
立
っ
て
小
作
僚
件
の
改
正
、
其
の
他
凡

τ
に
亙
っ
て
公
平
の
庭
置
を
採
る
か
ら
、
毎
年
小
作
料
の

取
引
が
園
満
に
行
は
れ
、
雨
者
の
親
善
融
和
と
部
落
の
卒
和
を
招
来
す
る
の
で
る
弘
o」

斯
か
る
耕
地
管
理
組
合
が
兵
庫
豚
下
に
多
い
の
は
、
大
正
十
二
年
四
月
よ
り
同
豚
農
舎
に
於
て
土
地
利
用
組
合
設
置
奨
働
規
定
を
制
定
し
、

及
に
努
め
て
来
た
が
、
そ
の
後
、
産
業
組
合
法
に
よ
る
土
地
利
用
組
合
は
町
村
直
域
の
も
り
に
限
定
せ
ん
と
す
る
牒
の
方
針
に
伴
ひ
、
部
落
区
域
で
設

立
せ
ん
と
ナ
る
も
の
は
、
之
を
耕
地
管
理
組
合
な
る
名
稀
に
よ
っ
て
任
意
組
合
組
織
と
し
、
士
地
利
用
組
合
と
同
様
の
奨
励
を
加
へ
る
こ
と
与
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
加
之
、
耕
地
管
理
組
合
は
部
務
匝
域
の
巾
合
せ
に
よ
っ
て
成
立
す
る
任
意
組
合
組
織
で
あ
り
、
他
か
ら
何
等
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

官
隠
そ
の
他
に
封
す
る
手
続
等
を
要
し
な
い
簡
易
な
る
組
織
で
あ
る
こ
と
が
、
反
っ
て
農
村
民
の
心
情
に
適
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
た
其
の
匝
域
が

比
較
的
狭
小
な
る
一
部
落
に
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
・
と
も
、
小
作
料
。
改
定
中
減
克
率
の
査
定
を
一
町
村
直
域
の
土
地
利
用
組
合
よ
り
も
よ

P
容
易
な
ら

し
品
る
で
あ
ら
う
o

更
に
此
の
程
D
耕
地
管
理
組
合
に
し
て
、
皐
に
小
作
地
白
骨
理
、
小
作
料
の
牧
納
の
み
を
捲
設
し
、
金
融
、
販
賀
、
購
買
争
の
附

そ
白
普

1)純自作農は小作料の改定、械売率の決定隼に闘し、第二4 者の立場に於て比較的
公lEl亡興j断するから、自作農をも組合に加へた方が組合事若者が国!滑に鹿理され
るとと Lなる e

2) この小作人の共同借地組合の貸例として、愛知J孫東春日井郡品野町の小作委員
舎を翠げ得る。
農林省農務局、小作委員舎と其の事業の概要(昭和九年一月)によれば、 この共



帯
事
業
走
行
は
な
い
限

H
、

織
に
よ
る
を
よ
り
便
宜
と
す
る
た
め
で
あ
ら
う
。

か
く
耕
地
管
理
組
合
は
、
耕
地
、
特
に
小
作
地
。
管
理
を
目
的
と
し
、
と
の
た
め
に
小
作
料
の
改
訂
、
不
作
凶
作
年
の
品
川
免
査
定
、
毎
年
牧
穫
後
の

小
作
米
受
渡
し
等
を
行
ふ
外
、
土
地
賃
貸
借
そ
の
他
小
作
地
に
闘
す
る
一
切
り
事
務
を
取
扱
ひ
、
之
に
よ
っ
て
地
主
・
小
作
者
間
の
直
接
交
渉
を
無
ら

し
品
、
組
合
が
小
作
地
問
口
調
に
閥
し
一
切
を
公
平
に
虚
理
し
て
行
く
も
の
で
あ
る
。
併
し
組
合
が
年
々
右
の
事
業
を
遂
行
し
て
、
何
ほ

E
つ
品
開
力
を
生

ず
呂
組
合
に
は
、
組
合
員
の
踊
利
雪
逆
に
闘
す
る
仙
川
恥
査
や
信
行
ふ
も
の
も
少
〈
は
な
い
o
即
ち
備
…

rrp、
凶
作
保
険
制

r
T貸
施
、
十
日
酔
か
め
蜘

分
合
、
自
作
地
購
入
斡
旋
、
農
道
沼
池
O
改
修
、
ロ
聞
評
舎
の
開
催
、
小
作
米
自
共
同
販
寅
、
肥
料
。
共
同
購
入
、
組
合
員
の
表
彰
、
親
臨
舎
の
開
催
等

こ
れ
で
あ
る
。

組
合
の
活
動
期
聞
は
小
作
料
牧
納
の
行
は
れ
る
比
較
的
短
期
間
に
限
ら
れ
る
こ
と
L
な
る
か
ら
、
簡
易
な
る
中
合
組
合
組

還
に
兵
庫
版
下
心
耕
地
管
理
組
合
。
概
況
を
現
に
ず
る
た
品
、
左
卦
を
掲
げ
る
。
山
川
ほ
申
合
組
合
組
織
に
よ
る
耕
地
管
理
組
合
と
産
業
組
合
組
織
に

よ
る
土
地
利
用
組
合
と
の
調
係
を
も
明
に
す
る
た
め
、
兵
庫
螺
下
り
土
地
利
用
組
合
を
も
同
時
に
示
ず
で
あ
ら
う
。

第
一
表
兵
庫
嫌
下
の
耕
地
管
理
組
合
宿
況
(
昭
和
十
一
年
十
二
月
末
現
在
)

'Iis 

『;E

積地，J哩

上
広
戸
川
一
り

4
何

回

一

中

岡

下

名

年
月

|日立
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子町
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'" 

量目

者扇 有
共本組大土犬地大同大王里遺
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同借地組合の耕作権は地主回控たるご1.:地~r吐(品野合名舎社)に封して、可なり
確保されてゐるが如〈であるが、その庁、作期間〈曾祉よ P組合へり)が僅に三ヶ
年に過ぎない黙より考へ、充分にその耕作躍が礁保されてゐる正は考へ難い。
従って現貨に存在ずる，析かる共同借地組合にも必ずしも充分なる期待がかけ b
れない。
兵庫豚農曾、耕地管理組合由来(昭和卜-_6tp.十一月)2頁。3) 
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4)本表は筆者が兵庫膝下の耕地骨四組合及v'土地利用組合へ調査票を酉E布して記
入してもらったもの、主立に筆者が走干D 組合を貸地調査しと千号たる資料に基い
て作成したものである。
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L
b
る
申
合
組
合
組
織
に
よ
る
耕
地
管
理
組
合
数
は
一

O
Oに
し
て
、
産
業
組
合
組
織
に
よ
る
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土
地
利
用
組
合
致
は
二
こ
で
あ
る
。
今
と
れ
等
の
組
合
を
、
組
合
員
数
と
土
地
管
理
面
積
と
に
従
っ
て
、
分
類
し
て
見
ょ
う
。

耕地管理組合の組合員友'cf
管理耕地面荷
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官官;二軍是

、
、
、
、
、

印
ち
耕
地
管
理
組
合
は
一
部
落
単
位
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
組
合
員
数
も
少
〈
、
そ
の
管
理
地
面
積
も
比
較
的
狭
少
で
あ
る
。

四
O
人
乃
至
入

O
人
の
組
合
員
を
有
す
る
も
の
、

平
均
は
そ
れ
メ
¥
七
四
人
、

二
五
・
四
町
歩
と
な
っ
て
ゐ
る
。

一
O
町
歩
乃
至
三

O
町
歩
の
土
地
を
管
理
す
る
も
の
が
最
ち
多
い
。
そ
の
一
組
合

ヒ
地
利
用
組
合
に
於
て
も
、
大
正
末
年
に
設
立
さ
れ
た
宍
粟
郡
の
収

管
土
地
利
用
組
合
は
部
落
単
位
の
狭
少
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
四
種
事
業
建
替
組
合
は
町
村
単
位
の
色
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
組
合
員
数
も
管
理
地
面
積
も
よ
り
大
き
〈
、
そ
の
一
組
合
平
均
は
そ
れ

λ
¥二
=
一
三
人
、
六
六
・
六
町
歩
左
左
っ
て
ゐ
る
。

以
下
主
と
し
て
耕
地
管
理
組
合
に
つ
い
て
論
及
す
る
と
と
与
す
る
。

耕
地
管
理
組
合
に
就
い
て

三
二
五



耕
地
管
理
組
合
に
就
い
て

一一
占ノ、

ーー

」
「
耕
地
管
理
組
合
の
役
員
組
合
は
超
階
級
的
な
る
第
三
者
の
立
場
か
ら
、
地
主
・
小
作
者
間
の
問
題
を
公
平
に
解
決
す
る
た
め
に
組
合
員
精
舎
で

組
合
長
及
び
副
組
合
長
を
選
間
帯
し
て
組
合
の
事
務
を
白
地
理
せ
し
め
る
外
に
、
小
作
協
定
委
員
舎
を
設
置
す
る
。
こ
の
委
員
舎
は
組
合
員
た
る
地
主
、
自

作
農
、
小
作
農
か
ら
夫
々
同
数
(
二
名
乃
去
五
名
)
づ
ム
互
選
さ
れ
た
委
員
に
」
っ
て
組
織
さ
札
る
。
組
合
に
よ
っ
て
は
、
委
員
舎
に
農
品
目
技
術
員
を
一

名
加
へ
る
鹿
も
あ
る
。
こ
の
委
員
曾
は
、
小
作
料
の
改
訂
、
減
牧
の
相
場
合
に
於
け
る
小
作
料
白
崎
日
出
資
定
等
の
事
項
巾
古
来
議
決
定
し
、
併
汁
て
一
般
事

務
に
繍
し
組
合
長
の
叫
砂
川
に
地
ず
る
組
合
の
重
嬰
機
関
で
み
ら
。

-
一
耕
地
管
理
組
合
の
事
業

組
合
を
設
立
す
れ
ば
、
耕
地
を
所
有
す
る
組
合
員
は
組
合
区
域
内
に
於
け
る
共
の
所
有
耕
地
を
抽
出
て

組
合
に
提
供
し
、
共
の
管
浬
を
委
託
し
、
組
合
は
更
に
共
の
管
理
す
る
耕
地
を
組
合
員
た
る
小
作
者
に
小
作
せ
し
め
る
。

管
理
に
闘
し
組
合
の
行
ふ
主
左
る
業
務
は
、
小
山
小
作
料
の
改
訂
、
間
減
牧
の
場
合
に
於
け
る
小
作
料
の
減
免
資
定
、
。
小
作
料
収
納

こ
の
耕
地

の
合
理
化
等
で
あ
る
。

偵
小
作
料
の
改
訂

従
来
の
契
約
小
作
料
に
は
相
官
古
〈
設
定
さ
れ
た
も
の
が
多
〈
、
且
つ
そ
の
判
官
、
約
の
時
代
と
各
個
人
の
契
約

事
情
と
を
周
到
忙
す
る
閥
係
か
ら
、
同
一
区
域
内
の
同
一
憤
値
の
耕
地
で
も
、
小
作
料
を
異
に
す
る
揚
合
が
る
る
。
同
じ
〈
軒
を
列
ね

て
住
み
、
土
地
を
接
し
て
耕
し
な
が
ら
、
申
地
と
乙
地
と
の
聞
に
、
其
の
小
作
料
に
闘
し
利
不
利
の
差
が
る
る
こ
と
は
、
耕
作
者
間

に
不
満
の
念
を
起
さ
し
め
、
物
議
を
醸
す
因
と
な
り
、

ひ
い
て
は
ん
均
年
の
減
免
要
求
と
な
っ
て
現
れ
る
と
と
L
在
る
。

さ
れ
ば
新
に

組
合
が
全
耕
地
を
一
手
で
管
理
す
る
こ
と
L
な
っ
た
以
上
、
個
人
間
で
定
め
ら
れ
た
斯
か
る
貨
統
制
た
匝
々
の
小
作
僚
件
を
共
の
佳

踏
襲
す
る
こ
と
は
、
管
迎
上
種
々
の
支
障
を
来
す
こ
と
ミ
怒
る
か
ら
、
先
づ
以
て
小
作
料
の
改
訂
が
行
は
れ
る
。

こ
の
小
作
料
の
改
訂
に
際
し
、

城
崎
郡
の
日
高
町
や
開
府
村
の
産
業
組
合
に
於
て
は
、
平
均
牧
起
を
ば
地
主
・
小
作
人
隻
方
。
農
業
経
書
に
闘
す
る

5) 此等白役員の任期ほ三ヶ年とし、再選は之を妨げないこと， Iてゐる場合が多
』、。



支
出
負
提
に
按
分
比
例
し
て
算
出
す
る
、
所
謂
「
生
産
費
を
基
準
と
す
る
小
作
仲
」
土
別
、
改
訂
小
作
料
を
導
出
し
て
ゐ
る
が
、
耕
地
管
理
組
合
に
於

て
斯
恥
る
方
法
に
よ
る
も
の
は
殆
ど
な
い
。
た
ピ
多
紀
郡
大
山
村
下
河
野
士
地
管
理
組
合
に
於
て
は
、
地
主
の
負
携
割
合
四
四
・
九
%
、
小
作
人
。
負
描

割
合
五
五
二
%
に
よ
り
、
反
常
り
牧
盆
を
按
分
し
て
改
訂
小
作
料
を
算
出
し
て
ゐ
る
。

一
般
的
に
耕
地
管
理
組
合
に
於
け
る
小
作
料
の
改
訂
に
際
し
行
は
れ
る
黙
は
、
付
師
叫
往
五
ヶ
年
乃
至
十
ヶ
年
の
減
発
卒
均
率
を
調

ペ
、
之
を
蕎
来
の
小
作
料
か
ら
一
大
引
し
た
る
程
度
を
以
て
、
改
訂
小
作
料
の
某
準
と
在
す
と
と
。
何
従
来
の
小
作
料
は
区
域
内
に
於

て
も
甚
だ
し
ぐ
不
均
等
で
あ
る
か
ら
、

一
筆
毎
に
改
正
し
て
小
作
人
が
何
れ
の
緋
地
を
小
作
す
る
も
利
不
『
利
の
友
い
様
に
公
平
に
決

定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
刊
の
小
作
料
引
下
の
結
に
つ
い
て
は
、
地
主
も
枇
合
情
勢
の
推
移
に
作
ひ
、
小
作
料
を
幾
分
下
げ
ね
ば
な
ら

ぬ
情
勢
に
立
ち
至
っ
た
こ
と
を
白
売
す
る
に
至
っ
た
と
と
弘
、
既
往
敬
一
筒
午
問
の
減
免
卒
を
調
べ
.
之
を
葎
小
作
料
よ
り
天
引
し
て
、

ル
比
汀
小
作
料
配
引
下
ぐ
み
方
が
将
来
の
減
対
抗
だ
の
と
に
好
都
合
」
た
払
か
ら
で
あ
る
。

)

O

 

利
の
良
否
、
地
力
、
土
地
の
乾
叫
師
、

t
l
a
〉
一
回

=-r、
く

わ
れ
引

U
ぷぃ

J

1

4

A

)
 

E

、
ノ
ド
内
H

周
回
目
訓
山
内
ノ
司
一
ト
j
h

、

I

U
帆
即
川
卜
日
N
F
1
t
ヴ

ト

ι
れ

各
併
地
の
等
級
を
査
定
し
、

日
照
の
良
否
、

土
地
蚕
帳
面
積
に
比
し
賢
狭
等
を
参
酌
し
て
、

各
耕

地
の
異
債
を
基
準
と
し
て
各
筆
毎
に
小
作
件
を
官
官
一
定
す
る
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、

こ
の
酔
却
に
闘
し
氷
上
郡
枯
原
町
の
下
小
合
耕
地
税
理
組
合
に
於
て
は
、
査
定
委
員
は
賀
地
に
付
き
岡
地
一
筆
特
に
、
地
質
=
一
五
知
、

士
地
乾
婦
問
一
五

慰
、
水
利
便
否
二

O
話
、
耕
作
便
否
一
五
話
、
日
光
良
否
一
五
割
、
計
百
動
と
ず
る
探
黙
方
法
に
よ
り
、
採
黙
菓
に
駄
教
を
付
し
、

そ
れ
を
持
寄
り
、

各
小
字
毎
に
標
準
同
な
る
も
の
を
決
定
し
、
後
各
筆
毎
に
知
数
、
印
ち
等
級

E
確
定
し
た
。
而
し
て
百
駄
を
一
石
五
斗
と
し
、
各
筆
毎
に
鮎
教
に
臆
ず

る
小
作
料
を
算
出
し
た
。
多
可
郡
日
野
村
大
木
耕
地
管
理
組
合
に
於
て
は
、
地
質
=
一
五
都
、
土
地
乾
線
ニ

C
験
、
水
刺
使
否
一
五
期
、
耕
作
使
有
一
五
、

日
光
良
一
骨
二

O
勤
、

計
百
五
動
と
す
る
採
勤
法
を
と
っ
た
。
そ
叩
他
の
組
合
に
於
て
も
之
と
大
同
小
異
の
方
法
を
と
っ
て
ゐ
る
o

か
く
て
各
耕
地
管
理
組
合
に
於
て
改
訂
さ
れ
た
新
小
作
料
が
蓄
小
作
料
に
比
し
て
幾
%
低
下
さ
れ
た
か
を
左
に
一
不
さ
う
。

耕
地
管
理
組
合
に
就
い
て

也

6) 日高産業組合の小作料改訂方法に航いては11H稿、土地問題と産業組合(経解論
護、第四十三巻第二競)参照。闘府付の産業組合に於ては反常り牧盆を地主。
支出負捲害Ij合45%、小作人申支出負燐割合55%に接分比例して算出したる生産
費を基準とナる小作料 (a)と過去ーtけ年のフち最高牧穫白年と最低牧種目年と

ま除 (ñ.ヶ年平均四蹴小作料(b) ，~ ;閣にjfjl.~したるもの(弓りを以て改



耕
地
管
理
組
合
に
就
い
て

=
一
二
人

京概要語認

す47す7TTlF句
2?";'VJ.下 12

2.1.---1.0 I 8 

20.1%以上;)

7h9J一丁目
安若宮こをi三亘吋

主即
害耳 ち
王台 小
合作
l土手J
九控

回診
す1_ L:;... 

cl 

/0 σコ
と牛『
友明
っせ
てる
ゐ九

九11罪
tt包
鼻血
日

現
車且
，合、
Cl 

ι〉
司王

2 

2 

4 

2 
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従
っ
て
耕
地
管
理
組
合
の
小
作
料
改
定
に
際
し
て
は
、
ロ
白
組
合
匝
域

内
四
各
筆
耕
地
聞
に
小
作
料
の
不
均
等
を
な
〈
す
る
駄
に
寧
ろ
霊
殿
が
置

か
れ
る
。
イ
の
契
約
小
作
料
そ
の
も
の
L

引
下
に
つ
い
て
は
、
過
去
数
年

間
の
平
均
氏
取
小
作
料
(
減
免
を
加
昧

L
た
)
の
限
度
に
迄
、
川
辺
壮
行
h
F

に

山
山
さ
な
い
。
こ
の
射
に
就
い
て
は
些
か
物
足
ら
な
い
感
を
起
さ
し
め
る
。

従
ワ
で
将
来
は
改
正
小
作
料
を
如
何
に
し
て
決
定
す
る
か
、
昨
問
謂
生
産
費

を
基
準
と
す
る
公
正
小
作
料
に
よ
る
べ
き
か
、
リ
カ
ル
ド
ウ
の
差
額
地
代

の
概
念
よ
り
小
作
料
を
算
問
ナ
ペ
奇
で
あ
る
か
o

今
後
の
土
地
問
題
解
決
が
大
規
模
な
る
自
作
農
創
設
に
よ
る
べ
き
も
の
と
す
れ
ば
、
土
地
購
入
債
椅

は
純
牧
盆
慣
絡
に
よ
る
べ
き
関
係
上
、
小
作
料
も
ま
た
差
額
地
代
理
論
よ
り
導
出
す
る
が
最
も
合
理
的
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
が
我
図
に
於
て
来

し
て
可
能
で
あ
る
か
。
探
き
研
究
を
要
す
る
所
で
あ
る
o

18 

8 

10 

0 

日

3 

!fi=:表酌
減
収
の
場
合
に
於
け
る
小
作
料
の
減
完
査
定

組
合
の
設
立
後
に
於
て
も
、
風
水
害
、
病
盆
客
そ
の
他
不
可
抗
力
に
よ
っ
で
著

し
〈
作
物
が
被
害
を
受
け
も
江
揚
ム
口
に
は
、
小
作
者
が
牧
穫
前
(
十
日
位
)
に
組
合
に
申
出
る
と
、
組
合
委
員
が
出
張
し
て
立
毛
を
検
見

し
・
揚
ム
口
に
よ
っ
て
は
坪
刈
を
行
山
、
減
免
規
程
の
定
め
る
所
に
従
っ
て
相
等
額
の
減
免
を
な
す
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

組
合
規
約
に
よ
り
、

ω共
の
岡
の
反
営
牧
穫
高
が
反
蛍
小
作
料
に
何
斗
を
加
へ
た
額
以
下
に
減
牧
し
た
揚
A
口
に
共
の
差
額
の
何
割
を

誠
元
す
る
と
か
、
印
共
の
同
の
反
営
牧
穫
高
が
反
首
小
作
料
に
何
斗
を
加
へ
た
額
以
下
に
減
収
し
た
揚
合
に
は
共
の
差
翻
を
誠
売
す

る
と
か
、
向
反
営
り
牧
量
さ
へ
知
れ
は
、
組
合
作
成
の
標
準
去
に
服
し
て
減
額
す
る
や
う
工
夫
す
る
と
か
規
定
し
て
、
凶
作
年
に
於

て
減
免
率
に
一
蹴
し
て
紛
議
を
醸
さ
な
い
や
う
工
夫
し
て
ゐ
る
。

喜一言
A

-

1

-

(

訂小作料としてゐる。
7)帰来は特別の被害に非ざる限 P減完しないこと L定め得るからである。
8)耕作の使否とは耕地の遠近、週路の便否、回匿の形朕及V'庚狭等を云」、。
9)地力とは土質、土地の肥帯、耕土の深浅等を云」、。
四)土地の乾擦とは葬作可能回、紫雲英可能問、総同等の差別を云」、。
II)耕地管理組合白小作事千平均減額歩合は9.4%なるに、土地利用組合D夫はIl.I%



こ
の
川
町
方
法
に
於
け
る
何
斗
主
い
ふ
所
を
慢
に
一
石
と
し
、
何
割
と
い
ふ
所
を
五
割
と
定
め
る
と
、
反
首
小
作
料
一
石
三
ヰ
O
田
が
、
高
一
被
害

を
受
け
て
も
、
反
常
牧
穫
が
二
石
三
斗
以
上
あ
れ
ば

J1し
な
い
が
、
そ
れ
以
下
の
牧
穫
、
例
へ
ば
二
石
な
ら
ば
、
二
石
=
一
斗
と
の
差
額
=
一
斗
の
五
割

た
る
一
斗
五
升
を
品
川
免
す
る
。
問
。
方
法
に
於
け
る
何
千
と
い
ふ
所
を
侵
に
六
斗
と
定
め
る
と
、
反
山
内
川
小
作
料
一
石
ニ
斗
丹
聞
は
被
害
を
受
け
て
も
一

行
八
斗
以
上
の
枚
穫
が
あ
札
ぱ
減
免
し
た
い
が
、
そ
れ
以
下
の
牧
穫
、
例
へ
ば
」
石
六
斗
の
牧
礎
な
ら
ば
、
一
石
八
斗
と
の
蒸
額
二
斗
を
減
免
す
る
。

小
刊
者
に
は
小
作
料
を
長
引
い
て
手
以
と
し
て
常
に
六
斗
を
残
す
勘
定
で
あ
る
配
こ
の
仰
の
方
法
は
少
々
の
被
告
で
も
庶
ち
に
減
免
す
る
と
い
ふ
制
度

の
場
合
に
用
ひ
ら
れ
、
仰
の
方
法
は
叶
初
に
於
て
小
作
料
を
相
常
減
額
し
、
従
っ
て
相
官
著
し
い
被
宮
で
な
け
れ
ば
減
免
し
な
い
と
い
ふ
場
合
に
用
び

ら
れ
る
。
凶
作
保
険
制
や
備
阿
波
立
制
を
設
け
て
ゐ
る
組
合
で
は
、
減
免
は
多
〈
は
向
の
方
法
に
ど
り
、

H
つ
高
一
矢
収
穫
が
此
の
ム
ハ
斗
と
い
中
判
例
(
最

何
件
米
)
川
戸
で
め
品
川
合
に
は
、
組
合
か
ら
其
の
J

バ
削
浄
作
人
い
州
給
す
る
こ
と
九
九
な
る
ο
叫
し
の
方
法
で
は
、
組
合
に
於
亡
珠
め
同
克
率
表
を
作
成

山
バ
置
昔
、
各
筆
の
究
牧
童
さ
へ
決
定
す
れ
ば
直
ち
に
減
免
額
を
算
出
し
得
る
仕
組
と
な
っ
で
ゐ
る
。
例
へ
ば
=
正
札
HL
凡
丸
一
肌
軌
岡
山
田
帆
札
札
払
弘
正

組
合
に
於
て
は
、
左
の
品
川
克
歩
合
表
に
よ
っ
て
ゐ
る
。

新田中組土地管理組合の土
地賃貸借科減免歩合ー寛表
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第四表

耕
地
管
理
組
合
に
就
い
で

印
ち
此
の
組
合
の
械
克
歩
合
表
に
よ
れ
ば
、
反
常
契
約
小
作
料
一
石
ニ
ヰ

の
回
が
、
凶
作
の
た
め
反
常
貨
牧
穫
を
ニ
石
と
査
定
し
た
場
合
に
は
、
契
約

小
作
料
一
石
二
斗
の
欄
を
下
へ
辿
P
、
質
牧
穫
。
欄
の
二
石
を
左
へ
辿
り
雨

者
。
合
致
す
る
封
、
即
ち
一
石

O
四
舎
を
地
主
に
納
付
す
る
。
従
っ
て
一
斗

九
汗
六
合
唱
満
額
と
な
る
o

こ
の
博
克
歩
合
表
の
特
徴
は
、
ハ
川
減
免
に
際
し

定
額
小
作
料
制
と
分
径
小
作
料
制
と
の
特
徴
を
綜
合
加
味
し
出
る
と
と
、
吋

何
れ
の
等
級
固
に
於
て
も
反
詰
茂
牧
穫
が
六
斗
以
下
で
あ
れ
ば
小
作
料
を
制

克
と
し
た
る
こ
と
の
二
黙
に
あ
る
。

的
問
ほ
山
間
そ
の
他
自
方
法
と
し
て
賀
政
穫
が
平
年
作
の
何
割
(
二
割
又
は
=
一

訓
)
以
上
自
鴻
牧
と
認
む
る
場
合
に
限
り
、
委
員
。
査
定
に
よ
り
小
作
料
を

滅
額
す
る
こ
と
土
地
ナ
組
合
も
若
干
あ
る
。
飾
磨
子
廿
九
村
'
宏
一
札
札
弘
正

組
合
に
於
て
は
、

兎
率
は
、

二
割
以
上
械
牧
の
場
合
に
限
り
減
兎
を
行
ふ
が
、

二
割
減
牧
の
場
合
は
一
割
、
一
一
一
割
減
収
の
揚
合
は
二
割
、

そ
甲
減

四
割
減

九

る
の
い
組
時
く

な
る
な
用
た
多

模
あ
で
利
つ
も

規
で
の
地
か
合

小
難
も
土
し
歩

の
困
る
て
烈
額

位
が
よ
し
が
減

車
と
に
と
議
の

落
こ
る
果
争
料

部
ぶ
な
純
作
作

ば
混
雑
の
小
小

合
一
止
問
査
で

E

組
員
的
調
於
時

理
委
較
地
に

J

智
る
比
貸
郡
で

地
な
が
、
同
四

耕
能
と
が
頃
い

、
有
こ
る
年
多

き
的
つ
あ
刊
は
が

っ
較
立
が
ロ
白

に
比
に
と
正
も

即
時
ら
位
こ
大
た

差
か
地
た
、
れ

り
側
の
し
が
さ

者
人
等
明
い
起

雨
作
劃
設
多
が

白
小
主
と
的
合

こ
¥
王
る
較
組

。
ら
地
れ
比
用

る
か
が
ら
に
利

ゐ
る
人
へ
郡
地

で
あ
作
考
架
土

つ
で
小
も
宍
、

な
の
、
と
は
に

・
と
も
止
か
ム
ロ
代



耕
地
管
理
組
合
に
就
い
て

。

牧
の
揚
合
は
二
割
五
分
、
五
割
品
川
牧
の
場
合
は
三
割
、
六
割
減
収
の
揚
合
は
四
割
、
七
割
減
牧
の
場
合
は
五
割
、

へ
割
以
上
減
牧
の
場
合
は
小
作
料
を
全
免
す
る
。

更
に
仰
減
免
を
行
ふ
場
合
に
も
、
凶
作
の
原
闘
が
不
可
抗
力
に
よ
る
か
、
小
作
者
の
不
注
意
に
よ
る
か
を
調
査
し
て
、
減
兎
率
に
手
加
減
を
加
へ
る

組
合
も
あ
る
。

h

刊
馬
郡
大
津
村
善
入
組
合
に
於
て
は
作
柄
制
査
委
員
に
於
て
各
都
耕
地
の
管
理
保
護
副
査
表
に
養
水
、
保
護
、
草
取
、
危
肥
等
に
闘
す

る
探
鈷
を
し
て
、
そ
の
結
果
を
減
免
の
場
合
に
参
附
す
る
。
主
た
同
郡
道
場
村
生
野
組
合
で
は
天
然
減
収
渦
動
(
一

O
慰
)
、
一
化
炉
、
典
削
減
枚
五
結
、
ニ

化
駅
出
削
減
枚
七
結
、
肥
料
過
多
減
牧
八
貼
、
市
山
子
T

の
他
県
山
山
削
減
収
八
和
.
州
注
減
収
七
都
、
肥
料
不
足
そ
の
他
管
制
不
充
分
に
よ
る
減
収
は
キ
紡

と
し
て

I

叫
州
市
世
に
際

L
手
加
減
を
加
へ
て
む
品
。

八
割
減
収
の
場
合
は
六
割
を
減
兎

L
、

こ
の
減
兎
卒
に
従
っ
て
小
作
料
の
減
免
を
左
し
た
る
と
き
は
、
そ
の
減
免
し
た
る
小
作
料
の
負
携
に
閲
し
て
は
、

ω組
合
が
負
槍

す
る
か
、

ω関
係
地
主
が
個
別
的
に
負
婚
す
る
か
、

ω地
主
全
憾
の
連
帯
負
捨
と
す
る
か
の
三
方
法
が
あ
る
。

向
先
づ
組
合
の
負
強
と
す
る
場
合
に
就
い
て
考
へ
る
に
、
組
合
と
小
作
人
と
白
問
に
契
約
耕
作
す
る
耕
地
に
謝
し
て
減
鬼
を
行
ふ
の
で
あ
る
九
ら
、

減
免
し
た

γ
け
は
組
合
の
負
携
と
す
る
の
が
一
躍
合
理
的
と
考
へ
ら
れ
る
。
併
し
と
の
組
合
負
据
は
組
合
員
た
る
地
主
及
び
小
作
人
か
ら
徴
収
す
る
組

合
経
費
を
以
て
支
排
ナ
る
こ
と
L
な
る
か
ら
、
結
局
小
作
人
も
減
免
額
の
一
部
分
を
負
婚
す
べ
き
こ
と
与
な
り
、
甚
だ
不
合
理
で
あ
る
。
蓋
し
地
主
は

幾
分
か
小
作
人
。
負
権
に
よ
づ
て
、
作
柄
則
正
凶
の
如
何
に
拘
ら
ず
安
全
に
定
額
小
作
料
を
牧
得
す
る
こ
と
与
な
る
か
ら
で
あ
る
。
仰
さ
れ
ば
減
免
に
依

り
生
ピ
た
る
組
合
の
依
損
は
耕
地
を
徒
俳
せ
る
地
主
の
負
捨
と
す
る
を
至
設
と
す
る
。
件
し
各
地
主
を
個
別
的
に
考
へ
、
減
免
し
た
耕
地
の
地
主
に
の

み
之
を
負
措
せ
し
め
る
こ
と
は
、
動
も
す
札
ば
従
来
白
地
主
針
小
作
人
。
直
接
関
係
を
想
起
せ
し
め
、
組
合
の
存
在
'
と
そ
の
機
能
と
を
害
ナ
る
快
が
あ

る
。
倒
従
っ
て
減
兎
傾
を
耕
地
保
供
地
主
全
般
の
蓮
帯
負
携
と
す
る
の
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
。
こ
の
揚
合
、
減
克
衝
は
土
地
提
供
地
主
に
賃
貸
料
に

熔
ピ
て
按
分
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
併
し
小
作
料
改
訂
に
際
し
、
耕
地
。
生
底
力
を
参
酌
す
る
傍
ら
、
水
害
そ
の
他
に
よ
P
、
減
牧
を
被
り
易
い

耕
地
を
劣
等
回
と
し
で
其
の
小
作
料
を
低
〈
決
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
減
兎
額
を
賃
貸
料
に
膝
ビ
按
分
す
る
と
き
は
、
品
川
免
を
行
ふ
旗
黛
度
及
び
減

免
歩
合
白
高
い
耕
地
の
所
有
者
が
、
最
も
少
な
〈
減
克
績
を
負
櫓
ず
る
こ
と
込
な
り
、
不
公
-
ゃ
な
結
果
と
な
る
倶
が
あ
る
か
ら
、
将
来
は
こ
の
慰
に
づ

い
て
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

仰
小
作
料
牧
納
の
合
理
化

通
例
小
作
料
は
組
合
の
手
で
各
組
合
員
か
ら
徴
牧
す
る
。
即
ち
収
穫
調
製
が
経
っ
た
頃
忙
、
組
合
か

(拙稿、土地問題と産業組合、経済論護、第四十なってゐることが剣明 Lた。
三容第二旗、八頁参照)

12)坪刈法としでは阿形坪刈法と直縁式坪刈法、旬ち封角線坪刈法とが用ゐられる
が、後者の方がより主主歩した方法とされてゐ否。併し組合委員塗の干?によれば、
相官純験ある者が肉眼査定を宇ワた揚合には、その結果正之をけー刈1::l'寸して得
た結果との問に差異がない場合が多ル、から、経費と努力を 'l~i (財から



ら
小
作
料
納
入
通
知
書
を
出
し
て
‘
納
入
日
と
搬
入
場
所
と
を
通
知
す
る
。
小
作
者
が
数
筆
の
組
合
管
理
問
を
小
作
し
て
ゐ
る
場
合
で

ち
、
小
作
料
は
数
筆
合
計
分
を
一
括
し
て
組
合
に
納
入
す
れ
ば
よ
い
。

が
く
し
て
一
泊
所
叉
は
教
筒
所
に
集
積
さ
れ
た
小
作
米
は
仰

之
を
共
同
販
責
ご
時
共
同
保
管
す
る
こ
と
あ
り
〕
に
付
し
て
地
主
に
計
算
す
る
か
、
問
或
は
集
っ
た
小
作
米
を
等
級
別
に
按
分
し
て
組

合
よ
り
土
地
提
供
地
主
へ
支
沸
ふ
か
、
ゆ
組
合
が
農
業
倉
庫
を
粂
替
す
る
か
、

又
は
産
業
組
合
の
農
業
倉
庫
と
連
絡
提
携
す
る
場
合

に
は
、
小
作
米
は
之
を
全
部
農
業
倉
庫
ヘ
搬
入
し
、
入
庫
諮
努
を
以
て
地
主
へ
納
付
す
る
こ
と
を
通
例
と
す
る
。

小
作
料
牧
納
方
法
の
判
明
し
て
ゐ
る
耕
地
管
理
組
合
九
五
に
就
い
て
見
る
に
、
そ
の
内
の
一
五
組
合
は
山
の
共
同
版
賓
方
法
に
よ
り
、

仰
の
農
業
倉
庫
利
用
の
方
法
に
よ
り
、
残
除
。
五
五
組
合
は
仰
の
方
法
に
よ
る
。
但
し
こ
の
ゅ
の
方
法
に
よ
る
も
の
L

中
に
は
、
組
合
上
り
小
作
人
に

小
作
料
納
付
通
知
書
を
援
し
、
例
別
的
に
各
地
主
へ
英
の
小
作
料
を
納
付
せ

L
め
る
と
い
ふ
蛮
式
方
訟
を
と
る
も
の
も
若
干
あ
る
。

さ
れ
ば
多
〈
の
場
合
、
小
作
人
は
敬
市
の
排
地
を
借
っ
て
ゐ
て
も
、
そ
の
小
作
料
を
一
日
惜
し
で
組
合
へ
納
入
す
れ
ば
よ
い
か
ら
、
従
前
四
如
〈
数
人

の
地
主
の
仲
間
省
~
」
々
別
々
に
持
多
ず
る
手
肢
が
省
け
る
。
併
し
繍
米
d

一
知
だ
寸
し
ん
戸
市
川
市
県
な
い

E
F
L
t
る
か
ミ
従
前
の
如
〈
数
人
の
地
主
へ

別
々
に
小
作
料
を
納
入
す
る
相
叫
ん
日
に
較
べ
、
こ
の
数
舶
の
端
米
を
丸
依
、
と
す
る
だ
り
の
手
数
と
艇
費
'
と
が
小
作
人
に
か
L

る
。
地
主
全
世
に
止
り
で
は

端
米
の
結
敬
司
少
〈
な
る
だ
け
、
そ
れ
だ
け
有
利
に
小
作
米
を
販
資
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

二
五
組
合
一
は

一
般
に
小
作
者
に
一
定
の
奨
駒
米
た
る
持
道
米
(
絡
走
金
)
を
輿
へ
、

に
劃
す
る
小
作
料
納
入
上
の
公
正
と
を
期
し
て
ゐ
る
ρ

納
入
米
の
品
質
向
上
主
小
作
者

こ
の
組
合
へ
の
小
作
料
の
牧
納
町
場
合
に
は
、

量
管
理
組
合
の
附
帯
事
業

乙
の
附
川
巾
事
法
の
仁
し
在
る
も
の
は
的
備
閥
的

ι父
は
内
作
保
険
制
、

小
川
山
地
の
交
換
八
A

品
川
、
間

自
作
地
購
入
斡
旋
、
の
共
の
他
の
農
事
改
良
事
業
で
あ
る
。

他
備
凶
積
立
又
は
凶
作
保
険

ω備
凶
樹
立
を
行
ふ

を
賓
施
ず
る
耕
地
管
理
組
合
数
は
五
十
一
に
遣
し
て
ゐ
る
(
第
一
表
参
照
)
。

組
合
で
は
、
組
合
員
た
る
地
主
及
び
耕
作
者
よ
り
年
々
徴
牧
す
る
組
合
手
数
粘
の
飴
刺
(
経
費
支
排
後
の
)
を
年
一
身
積
立
て

L
、
凶
作
の

耕
地
管
理
組
合
に
就
い
て

= 
一一一

査定によるよ結合が多い
13) この (2)の iJil<によっ九減免を行ふ組合の多〈は小作人白最少得米迫六三1-と定

めてゐる。 (11し若干の組合に於ては七三トと定めてゐる。
14) 己の種田小作料品目E見歩合衰を設けでゐるものには、津名郡l資石村申三耕地管理

組合、多賀付 1:傑耕地管王単E合、北本耕地管理組合、城崎郡i背潟村続本土地管理
組合、宍架mi'J'l'‘野村市場耕地管王制11合、尾崎村組合産業等がある。何れも興味深



耕
地
管
理
組
合
に
就
い
て

、
、
、
、
、

場
合
に
組
合
員
へ
配
分
す
る
も
の
で
あ
る

F

間
凶
作
保
険
制
を
賓
施
す
る
揚
合
に
於
て
も
、
毎
年
小
作
料
一
一
れ
に
つ
き
、
地
主
及
び

9
 

自
作
者
よ
り
は
二
升
、
小
作
者
よ
り
は
一
升
五
合
を
徴
収
し
、
之
を
組
合
粧
費
に
定
て
、
残
り
を
積
立
て
L

凶
作
の
際
の
補
償
に
あ

、

ノ

凹

て
る
。
卸
ち
凶
作
に
し
て
イ
小
作
者
の
反
営
り
牧
穫
高
よ
り
小
作
料
を
差
引
い
た
時
晴
樹
、
印
ち
純
牧
件
が
六
斗
在
下
る
揚
合
は
収
得

(
 

が
六
斗
と
な
る
お
、
組
合
か
ら
柏
償
す
る
。
同
地
主
が
小
作
料
の
減
免
を
行
つ
で
も
、
之
を
組
合
の
負
捨
と
し
、
従
っ
て
地
主
陀
制

問
自
作
者
は
小
作
料
(
自
作
地
に
も
仰
に
小
什
判
を
定
主

し
亡
は
作
柄
の
如
何
に
拘
ら
や
定
細
小
作
料
そ
交
付
寸
ぉ
。

〉
ド
ト
日
ゴ
刊
叶
《
戸
「

川

V

H

H

μ
日叶

E

・E・

に
牧
量
が
減
や
れ
ば
共
の
不
足
捕
を
組
合
か
ら
補
償
す
る
。
但
し
補
償
額
は
六
斗
を
越
え
得
な
い
。

小
作
人
を
し
て
小
作
料
減
額
の
一
部
分
を
負
推
せ
し
め
る
こ
と
ふ
な
る
か
ら
不
合
理
で
あ
る
が
、
併
し
他
面
に

uz 

於
て
地
主
は
小
作
人
の
最
低
純
牧
得
を
保
設
す
る
こ
と
誌
な
る
か
ら
、
先
の
不
合
理
は
之
で
相
殺
さ
れ
、
相
互
扶
助
の
妙
味
が
溌
揮
さ
れ
る
。
但
し
一

方
地
主
に
劃
し
て
、
定
額
小
作
料
を
保
附
す
る
限
り
、
他
方
小
作
人
に
劃
し
て
は
最
低
生
活
を
な
し
得
る
牧
得
を
保
障
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で

は
な
い
か
。
従
っ
て
此
の
純
牧
符
を
今
少
し
f
引
上
「
る
必
要
が
あ
ら
う
。

こ
の
凶
作
保
険
制
は
賀
質
的
に
は
、

団
耕
地
の
交
換
八
万
合

小
作
料
の
改
訂
に
よ
り
、
耕
作
者
は
組
合
区
域
内
な
ら
ば
何
庭
の
土
地
を
耕
す
も
、
小
作
料
に
闘
し
て
何

等
の
不
公
平
を
感
じ
な
い
と
と
i
h

な
る
か
ら
、
山
成
る
ぺ
く
自
家
附
近
の
耕
作
上
使
利
な
土
地
を
小
作
寸
る
よ
う
、
仰
ま
た
小
作
人

政
毅
一

脳
会
一

耕
組
一

せ

積

↑

湖

上

合
商
一
未

3

5

以

分
地
一
歩
一
「
歩

昭

二

町

1

3

町

交
る
一

1

a

邑

5 

日

1 

17 計

文

忘
却1ち

の
耕
地
が
比
較
的
集
圏
化
し
、
機
械
化
そ
の
他
に
よ
っ
て
作
業
能
率
を
増
進
し
得
る
よ
う
、
間
更

一
家
族
民
の
一
日
の
帥
労
働
力
を
充
分
に
利
用
し
得
る

限
度
に
集
固
化
し
、
共
の
作
業
能
率
を
高
め
る
よ
弘
、
組
合
員
聞
に
耕
地
の
交
換
分
合
が
行
は
れ

に
自
家
よ
り
相
等
遠
方
に
あ
る
耕
地
で
も
、

る
弐
第
で
る
る

U

第
一
去
に
示
す
如
〈
耕
地
の
交
換
分
ム
口
を
行
っ
た
耕
地
管
疎
組
合
数
は
一
八
に

し
て
、
交
換
面
積
の
判
明
せ
る
一
七
組
合
に
つ
き
、
之
を
交
換
面
積
別
に
示
せ
ば
上
衰
の
如
く
で

いものであるが紙面の都合上他日の機舎に此撃につき登載すあo

その他にも大津村上大津部落土地管理組合がある。
耕地管理組合に於て小作料を改定する正しでも、之を常荒川，し:嬰凶に拘ι干減
額しない程度にまで著 L(引下ぐることは困難であらう C) 11てつ本邦一般小作人
の地位より考へでも、全然減克を行はないこと Lナるこ 2は困難である。従っ
て凶作の場合に如何なる基準によって減発するかを確定して世(とが、小作

15) 
16) 



あ
る
。
但
し
耕
地
の
交
換
分
合
の
動
因
は
、
主
に
上
越
の
仰
に
よ
る
も
、
若
干
は
印
の
理
由
に
よ
る
。

m自
作
地
購
入
斡
旋
排
地
管
理
組
合
り
有
ず
る
管
理
擦
は
土
地
の
利
用
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
他
主
は
其
O
提
供
土
地
を
第
三
者
に
貰
却
す
る
が
如

き
虚
分
は
勿
論
之
を
自
由
に
な
し
得
る
。
併
し
婦
か
る
場
合
、
組
合
が
斡
旋
し
で
現
在
白
組
合
員
た
る
小
作
者
に
之
を
購
入
せ
し
め
、
断
次
之
を
自
作

農
と
す
る
こ
と
が
望
古
し
い
。
従
来
か

L
る
場
合
に
自
作
農
地
の
購
入
斡
旋
を
な
し
た
る
耕
地
管
理
組
合
設
は
、
-
一
に
し
て
(
第
一
表
参
加
)
、
之
を

購
入
斡
旋
面
積
別
に
示
せ
ば
上
衰
の
如
〈
で
あ
る
。
此
の
自
作
間
購
入
目
的
む
た
め
有
馬
郡
大
津
村
菩
入
及
び
上
大

津
部
落
の
爾
組
合
で
は
年
々
自
作
農
購
入
資
金
を
積
立
て

L

ゐ
る
。

市
川
農
事
改
良
そ
の
他
の
附
帯
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
一
去
に
示
し
て
置
い
た
か
ら
、
滋
に
は
重
ね
て
説
明
し
な
い
1

0

四
耕
地
管
理
組
合
内
部
に
於
け
る
土
地
賃
貸
借
関
係

1;;;;川州榊色作l"~
l斡放・Hn積 1組合理主
L一一一 ームー ー

111/r-J:I;未i，l1il s 

」一一一一」
i，'r 11 

.) 
d 
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組
合
が
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合
円
は
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る
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主
よ
り
耕
地
そ
借

，L
I
f
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J
7
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、

三
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FArm
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ば
之
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f
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之
に
豆
ぐ
も
の
は
七
ヶ
年
で
あ
り
、

十
ヶ
年
、

三
ヶ
年
、

不
定
期
た
る
場
合
も
若

る
場
合
が
多
く
、

干
-b
る。

地
主
及
び
耕
作
者
が
組
合
に
参
加
、
脱
退
す
る
こ
と
は
自
由
で
あ
る
が
、

一
旦
組
合
に
参
加
し
た
地
主
は
、
そ
の
所
有
排
地
の
全

部
を
組
合
に
提
供
す
べ
き
と
と
L
な
っ
て
居
り
、
組
合
よ
り
そ
の
耕
地
を
賃
借
す
る
も
の
は
、
組
合
員
た
る
小
作
人
に
限
る
と
と
h

た
っ
て
ゐ
る
。
組
合
の
管
理
す
る
耕
地
を
小
作
す
る
組
合
員
は
組
合
の
承
諾
を
得
や
し
て
共
の
小
作
地
を
他
人
に
利
用
せ
し
め
得
左

い
こ
と
L

し
て
ゐ
る
。
ま
た
侍
別
の
事
由
た
き
限
り
、
小
作
契
約
期
間
満
了
後
も
引
績
き
従
前
の
契
約
者
と
契
約
を
更
新
す
る
こ
と

L

し
、
小
作
人
の
地
位
を
保
護
し
て
ゐ
る
。
併
し
地
主
の
有
す
る
土
地
の
慮
八
究
機
能
ま
で
も
之
を
組
合
に
移
す
こ
と
は
今
日
の
法
制

上
詐
さ
れ
な
い
か
ら
、
排
地
を
提
供
せ
る
組
合
員
が
組
合
に
提
供
せ
る
よ
地
を
他
に
寅
却
す
る
か
、
自
作
す
る
か
、
又
は
組
合
を
脱

注
す
る
等
己
む
を
伺
げ
ざ
る
事
由
に
凶
り
、
契
約
期
閣
中
に
と
地
賃
貸
借
契
約
の
を
部
又
は
一
部
を
解
除
す
る
必
要
の
生
じ
た
る
と
き

排
地
町
内
V
理
組
合
に
就
い
て

一

組

標

付

割

中

、

交

る

同

は

を

ナ

新

に

)

常

た
。
人
米
相

げ
る
作
差
に

褐
あ
小
絡
差

に
で
た
は
格

表
料
品
又
寅

四
賀
納
(
旗

第
一
を
金
は

き
る
米
差
に

ワ
足
田
祐
人

に
に
上
る
作

結
る
以
ナ
小

っ
す
準
河
川
た

こ
と
標
相
め

。
考
の
に
納

る
参
其
差
を

あ
は
、
持
米

で
き
げ
富
民
自

要
如
掲
販
等

必
り
に
、
下

も
表
約
ゆ
り
。

で
合
規
け
よ
る

し
歩
合
だ
米
ナ

ム
」
兎
組
る
準
牧

策
械
を
れ
標
徴

止
白
米
と
に
を

防
合
準
の
針
。

品
開
組
探
衡
反
日
刊

宋
理
入
均
と
刊

の
品
川
日
納
と
之
倍

議
地
ち
米
、
金

mv
土
白
準
し
噌

局

J



耕
地
管
理
組
合
に
就
い
て

= 

四

は:

六
ヶ
月
以
前
に
組
合
長
に
申
出
で
英
の
承
認
を
得
る
と
と
を
要
す
る
。
但
し
此
の
揚
合
と
離
も
稲
作
及
び
萎
作
期
間
中
は
契
約

の
解
除
を
潟
す
こ
と
を
得
な
い
。
小
作
せ
る
組
合
員
が
耕
地
を
組
合
に
返
還
す
る
揚
合
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
地
主
側
の
理
由
に
よ

り
契
約
解
除
を
受
け
た
小
作
人
に
作
離
料
を
輿
へ
る
や
う
規
定
し
て
ゐ
る
耕
地
管
理
組
合
は
見
首
ら
在
い
が
、

土
地
利
用
組
合
で
は
見
舞
金
の
名
義
で
若
干
の
作
離
料
を
交
付
し
て
ゐ
る
。

た
ピ
宍
粟
郡
の
三
方

一
史
に
耕
地
管
理
組
合
の
っ
ち
に
は
、

市
川
作
品
世
』
じ
小
作
地
返
涯
の
中
出
セ
の
お
っ
た
揚
九
日
ー
は
、

組
合
に
於
て
刺
州
北
刊
刊
誌
者
そ
申

出
で
し
め
、
利
用
者
の
家
族
員
数
、
耕
作
反
別
、
勤
怠
航
態
等
を
参
照
し
て
、
組
合
役
員
に
於
て
之
を
決
定
す
る
と
と

L
し
て
ゐ
る

も
の
も
あ
る
。
印
ち
之
に
よ
っ
て
小
作
料
の
引
上
や
小
作
敷
金
を
支
排
ふ
こ
と
友
く
、

不
足
を
調
節
す
る
と
と
が
問
来
る
。

各
組
合
員
の
家
族
弊
働
力
に
舷
じ
耕
地
の
過

小
作
法
に
よ
っ
て
耕
作
権
が
確
立
さ
れ
た
後
に
は
、
耕
作
権
が
第
二
の
土
地
所
省
樫
と
な
っ
て
、
勝
来
。
新
小
作
者
に
劃
す
る
重
き
負
捨
と
な
り
符

る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、
右
の
如
き
耕
地
骨
理
組
合
の
小
作
地
斡
旋
方
訟
を
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

五
産
業
組
合
と
の
胸
係
耕
地
管
理
組
合
は
部
落
翠
伎
の
申
合
組
合
で
あ
り
、
兵
庫
勝
で
は
主
・
と
し
て
農
舎
の
指
導
奨
駒
山
下
に
カ
つ
も
の
で
あ
る

が
、
小
作
料
牧
納
に
閉
し
て
は
村
の
農
業
倉
庫
(
産
業
組
合
た
る
)
と
連
絡
提
携
し
て
ゐ
る
も
の
が
若
干
あ
る
こ
と
は
上
越
の
如
〈
で
あ
る
。
主
た
第
一

表
に
一
不
十
如
〈
、
設
立
山
首
初
は
産
業
組
合
組
織
に
よ
る
土
地
利
用
組
合
で
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に
申
合
組
合
組
織
の
耕
地
併
理
組
合
と
な
ワ
た
も
胞
が
、

出

七
組
合
る
り
、
目
下
同
様
な
る
組
織
慶
更
の
準
備
中
に
あ
る
も
の
が
五
組
合
あ
る
。
此
等
白
土
地
利
用
組
合
は
一
冗
々
部
落
区
域
の
も
の
で
る
っ
た
。
之

と
反
針
に
部
落
単
位
の
耕
地
管
理
組
合
か
ら
一
村
単
位
四
土
地
利
用
組
合
に
な
っ
た
も
の
に
は
、
津
名
郡
尼
崎
村
。
産
業
組
合
が
あ
与
の
み
で
あ
る
o

何
ほ
現
在
、
土
地
利
用
組
合
と
し
て
活
動
し
て
ゐ
る
一
村
単
位
の
産
業
組
合
た
る
日
高
、
凶
府
、
尾
崎
等
の
諸
組
合
に
於
て
は
、
各
部
落
(
大
字
)
毎
に
支

部
を
設
け
て
、
支
部
毎
に
小
作
料
改
訂
、
減
免
査
定
、
小
作
料
牧
納
需
を
行
ひ
、
之
を
村
の
産
業
組
合
で
統
轄
す
る
形
式
を
と
っ
て
ゐ
る
。
査
し
小
作

料
改
訂
や
減
免
査
定
等
は
地
勢
、
水
利
弘
中
を
見
(
に
す
る
部
落
毎
に
行
づ
た
方
が
よ
り
便
宜
た
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
今
後
腔
業
組
合
が
軍
な
る
流
通

部
商
の
活
動
か
ら
生
産
部
商
に
官
で
深
〈
入
込
み
、
以
て
土
地
問
題
の
解
決
に
ま
で
莱
出
す
た
め
に
は
、
此
の
勧
に
就
い
て
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

が

よ

提

が

合
み
地
。
い

場
白
土
る
多

目
主
の
る
が

位
地
落
も
の

升
は
部
庭
も

一
て
他
る
拓

者
っ
た
す
す

作
よ

t
収

・ha
司

、

肌

疏

『

r

k
t
o
E
s
 

i

合

る

を

大

者
組
あ
料
を

作

又

也

教

得

白
。
産
手
牧

、
る
い
り
純

升
あ
な
位
。

一
一
も
し
叡
人

主
合
牧
倍
作

地
場
徴
白
。
小

き
い
を
者
る
は

つ
な
之
供
な
〈

に
少
は
徒
奥
多

石
り

P
地
ゅ
の

一
よ
よ
土
多
令

料
之
者
の
司
組

作
は
作
住
土
る

小
て
耕
居
に
す

は
っ
し
内
合
施

料
よ
牧
蕗
組
貸

薮
に
徴
部
も
を

手
合
を
は
額
制

合
組
料
り
牧
険

組
。
敷
よ
徴
保

の
い
手
者
の
作

こ
多
り
供
こ
凶

。。

19) 
20) 



× 

〉イ

X 

× 

以
上
に
よ
っ
て
兵
庫
燃
下
の
耕
地
符
理
組
合
を
簡
車
に
紹
介
し
た
。
こ
り
組
合
は
其
の
本
質

1
、
地
主
・
小

作
者
の
協
調
組
織
と
し
て
趨
階
級
的
立
場
に
立
っ
て
雨
者
の
協
調
を
促
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
小
作
人
の
み

の
階
級
的
利
盆
を
追
求
す
る
人
々
に
は
生
温
い
組
織
と
感
ぜ
ら
る
ミ
で
あ
ら
う
。
併
し
我
が
閣
情
よ
り
考
ふ

な
ら
ば
、
か

L

る
超
滑
級
的
に
し
て
協
調
的
な
る
立
場
を
と
る
組
合
で
な
け
れ
ば
、
後
遺
の
可
能
性
は
な
い

主
た
斯
か
る
組
合
で
な
け
れ
ば
現
貨
に
印
し
た
土
地
問
題
の
解
決
は
之
を
闘
り
符
な
い
で
あ

ら
う
。
か
く
云
へ
ば
と
て
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
現
在
に
伶
げ
る
地
主
と
小
作
人
と
の
雨
方
の
主
援
の
五
分
五

で
あ
、
b
ろ
し
、

分
(
真
中
)
を
結
清
和
却
と
し
で
白
血
む
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
相
釘
立
す
る
地
主
と
小
作
入
、
と
の

何
れ
が
、
今
日
不
合
に
よ
り
不
利
な
る
立
場
に
置
か
れ
て
居
り
、
そ
白
結
果
と
し
て
図
民
会
債
の
健
全
な
る
県
民

連日

mm山
甘
さ
れ

τ
ゐ
る
か
予
一
州
り
、
旭
階
級
的
立
場
よ
り
、
地
主
と
小
作
入
、
と
の
現
存
繍
保
を
ば
、
問
問
団
四
人
}

憾
の
健
全
な
る
縫
主
に
合
成
ト
る
咽
ぅ
、
之
主
改
注
げ

T
べ
き
さ
あ
る
。

h
p
L

占
滋
味
に
於
亡
も
跡
地
百
四
組

合
は
我
関
白
土
地
問
題
解
決
の
一
手
段
と
し
て
充
分
に
高
〈
評
債
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

素
よ
り
上
惑
の
指
導
精
神
に
服
し
て
、
現
在
の
耕
地
殻
理
組
合
白
組
織
中
事
業
費
行
方
法
を
考
ふ
る
な
ら

ば
、
決
し
て
完
全
無
依
と
云
ふ
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。
小
作
料
の
改
訂
方
法
、
減
免
査
定
方
法
、
小
作
料
牧

納
方
法
、
凶
作
保
険
制
、
組
合
内
部
に
於
け
る
賃
貸
借
契
約
関
係
等
に
つ
い
て
、
倫
ほ
改
善
す
べ
き
諸
勤
が

多
い
で
あ
ら
う
。
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等
の
諸
黙
は
之
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何
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べ
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あ
る
か
。
こ
れ
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閥
ず
る
論
議
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他
日
の
機

舎
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譲
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と
込
ず
る
。
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本
調
査
を
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す
に
常
り
兵
庫
豚
農
曾
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兵
庫
膝
下
の
耕
地
管
理
組
合
、
土
地
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組
合
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訓

査
委
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せ
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H
つ
武
地
の
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の
便
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。
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を
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つ
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を
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ら
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積
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小
又
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地
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又
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定
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。
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費
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こ
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地
可
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作
保
査
で
の
鈍
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設
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作
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五
主
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組
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之
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瀬
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